
和歌山県 湯浅町 布施 和樹

【年 齢】
26歳

【出身地】
大阪府高槻市

【転出元】
和歌山県湯浅町

【前 職】
大工

【活動時期】
R6.10～R9.9

自身のストレスから不眠となり前職を退職後個人で活
動。次のステップに進みたいと建築関係の働き口を探して
いたところ空き家部門での地域おこし協力隊の募集をして
いることを知り応募した。
大学で建築学を専攻しており空き家活用やリノベーショ

ンに関する研究も行っていた。自身が経験してきたことを
活かすことができ、地域創生への興味関心もあったため最
適であると判断した。

【メディア等の取材連絡先】
（メールアドレス（個人））fussan.12.01@gmail.com
（電話番号（個人） ）080-5704-9712

【活動の様子を発信しているSNS】
https://www.instagram.com/fussanosakana63/

「挑戦できるまち湯浅」を目指して活動する。まだ使え
る空き家の情報を整理し、空き家の活用希望者と大家さん
をマッチングすることで町内に「おもしろい場所」を増や
していく。まち全体として魅力を向上させこの地で挑戦し
てみようと思ってもらえるようなまちにしていきたい。
湯浅町は商業の町として栄え昔は映画館があったりボー

リング場があったりと人々が集まる町だった。しかし、衰
退の経過を見ているからか町民はどこか諦めムードだ。ま
だまだこの地域もできると地域住民に思ってもらいたい。

協力隊に応募したきっかけ

今後の抱負・任期後の目標

連絡先

活動内容基本情報

●空き家相談窓口地業務
空き家の大家さんと空き家の活用希望者さんをマッ
チングする。定期的にイベントを開催し空き家に関
する情報を集め整理する。実測調査、家財整理、補
助金の案内などもおこない使える空き家を増やして
いくことも目的としている。

●空き家再生
空き家を再生し地域に「おもしろい場所」を増や
す。リノベーションは参加型で行い、地域住民や外
部の方々につくる過程で参加してもらいながらその
場所を発展させていく。ワークショップも定期的に
行いながら空き家を再生する。

●地域活動の可視化
地域の魅力を外に発信しなければ移住希望者の
増加は見込めない。湯浅の「人」のおもしろさ
を伝えられるようなメディアを制作する。動画
制作、ホームページ運営、ラジオなどまだ方法
は模索中だが様々な方法で魅力を発信する。

不動産利活用
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